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確かに今の社会の中で起こっているさまざまな

忌まわしい出来事からすると、今一度、「いたわ
いま

り」「他人の痛みを感じること」「やさしさ」と

いう意味を問い直してみなければならないような

気がします。

例えば、科学・技術の粋を集めた原子力発電も
すい

「想定外」という言葉とともに、その｢安全神話｣

が崩れさりました。今、その再稼働をめぐって

日本中で議論が展開されていますが、なかなかすっきりとした回答が出てきていないの

が現状です。

また、ＳＮＳが高度に発達し、５Ｇとよばれる高速・大容量通信が可能

となり、映像やデータが瞬時に送受信できるようになりました。それだけ

多くの情報が今まで以上に世界を飛び交い、また、個人が発信源になった

り受信したりできるようになって、21世紀になってからの情報化の進歩は

著しいものがあります。ですが、その一方で、プライバシーの問題や匿名

の批判・誹謗・中傷などの社会問題も一方では派生しています。

皆さんの「いたわり」「他人の痛みを感じること」「やさしさ」をしっ

かり持った自己が、科学・技術を支配しながら、よりよい方向に進んで、

次の世代へと受け渡していくことが望まれているのかもしれません。
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